
中学校 技術・家庭科 技術分野 学習指導案 

指導者 向田 識弘 

日  時 平成 29年 10 月 14日（土） 第 1限 9：30～10：20  

場  所 情報館２階教室 

学年・組 中学校３年Ｂ組 22 人（男子 10 人 女子 12 人） 

題  材 Ｄ情報に関する技術「計測・制御プログラムの設計・制作」 

目  標 コンピュータを用いたプログラムの制作ができるようにするとともに， 

情報処理の手順を工夫しながら，アイデアを具体化する能力を育成する。 

 

指導計画（全 12 時間） 

 第一次 計測・制御システムの仕組みを知り，技術に込められた問題解決の工夫について

考えることができる １時間 

第二次 ＴＥＣＨ未来教材を使って調べた計測・制御システムを模作する ２時間 

第三次 課題を解決するプログラムを構想設計できる ２時間 

第四次 設計をもとにモデルを試作する ３時間 

第五次 試作したモデルを評価し，改善・修正点を検討することができる １時間[本時] 

第六次 設計や試作をもとに課題を解決する製品を製作する ２時間 

第七次 試作品をもとに技術の在り方について考えることができる １時間 

授業について 

政府が公表した官民ＩＴＳ構想・ロードマップ 2016 では，運転に関わる全ての動作をシス

テムが自動で行い，完全自動走行の計測・制御システムを 2030 年までに市場化するなど，「世

界一安全で円滑な道路交通社会」の実現を目標として掲げている。一般的な計測・制御シス

テムにおいては，繊細な処理（動作）をデジタル化し，自動化できるなど利便性に優れたも

のが多い。しかし，社会で利用されているシステムにおいても「予期できないこと」（エラー）

が存在しており，製品開発において「プログラムの問題点を予見して未然に防ぎ，生じた問

題を解決する」などの問題発見・解決が必須であると考えられる。 

３月に公示された新学習指導要領では，「生活や社会における問題を，計測・制御のプログ

ラムによって解決する活動」が「Ｄ情報の技術」における指導項目として示されている。ま

た，問題を見いだして課題の設定，構想，具体化，評価，改善を行いながら解決する過程が

指導事項に明示された。 

本題材では，右に示すパフォーマンス課題を提示している。ＴＥＣＨ未来教材を使用し，

身の回りの計測・制御システムを模作する。模

作したシステムについて現実の製品と比較し，

あらゆる使用状況の中で起こり得る問題点を考

えさせる。問題点から課題を設定し，解決する

学習を実践する。 

授業では，完成した試作品を様々な観点から

評価し，グループでの話し合いをもとに，改善

点を検討することで計測・制御システムを最適

化する「技術の見方・考え方」を意識した学習

活動をねらいとしている。 

【パフォーマンス課題】 
あなたはある会社の社員として，計

測・制御システムを利用した製品を開発
することになりました。開発した製品は
開発会議で他者の視点を踏まえて改善
したのち製品になります。 
模作した製品モデルをもとに，改良や

再検討など改善の余地を発見し，問題の
解決策を考えてください。その際，機構
はできる限り簡単にして，情報がデジタ
ル化され，処理が自動化，システム化で
きるようにプログラムを制作してくだ
さい。 



題  目 試作品を評価し，改善・修正点を検討しよう 

本時の目標 

 既存の計測・制御システムから改善した試作品を様々な観点から評価し，プログラムの改

善・修正点を検討することができる。 

本時の評価規準（観点／方法） 

 試作品を社会的側面，環境的側面および経済的側面の観点から評価し，プログラムの改

善・修正点を具体化することができる。（工夫・創造／ワークシート） 

本時の学習指導過程 

学習内容 学習活動 指導上の留意点 

【導入】 

○前時の振り返り 

 

○学習内容の確認 

○前時の学習内容を振り返る。 

・「設計をもとに試作品を試作す

る」 

 

◇前時では，模作した製品モデル

における課題を解決するための

プログラムを 2 人１組で制作して

いる。 

【展開】 

○試作品の確認 

 

 

 

 

 

○他者の視点による試作

品の評価 

・試作品の紹介 

 

 

・他者の試作品の評価 

 

 

 

○他者の意見を踏まえた

試作品の検討 

 

 

○試作品を準備し，コンピュータ

との通信等正しく動作している

か確認する。 

○試作品の仕様について他者に

説明できるよう確認しておく。 

 

○以下の①②の学習活動を時間

で区切り，それぞれ行う。 

①構想設計時に作成した設計書

をもとに他者に試作品を説明

する。 

②改良や再検討の余地がないか

考え，ワークシートに意見を記

述する。 

 

○評価した他者とともにお互いの

意見を出し合い，試作品の改

善・修正点を具体化する。 

 

◇センサからの情報を受け取り，イ

ンタラクティブボックスで判断し，

モータを制御する仕組みになっ

ていることを確認する。 

 

 

◇制作時の 2 組を１グループにし

て，相互に製品を説明し合える

ようにする。 

◇利便性，環境負荷，安全性など

の視点で試作品を評価し，構想

設計時に提示している制約条

件の中で，各観点の折り合いを

つけながら改善点を見出せるよ

うに評価させる。 

 

◇Ｓ４Ａ（専用ソフト）や設計書を活

用して，プログラムにおける具体

的な技術的課題を検討させる。 

【まとめ】 

○改善・修正点の確認 

○評価および検討した内容をもと

に改善・修正点をワークシート

にまとめる。 

・Ｓ４Ａ（専用ソフト）を用いてプロ

グラムの改善・修正案を考えさ

せる。 

●試作品を社会的側面，環境的

側面および経済的側面の観点

から評価し，プログラムの改

善・修正点を具体化すること

ができる。（工夫・創造／ワー

クシート） 

備考 準備物，提示資料については当日配布の資料をご確認ください。 
 

試作品を評価し，改善・修正点を検討しよう 













































































実践上の留意点 

 

１．授業説明 

 本題材は，学習指導要領内容項目「D情報に関

する技術」の（２）プログラムによる計測・制御

の内容である。授業では，題材を通して右に示す

パフォーマンス課題を毎時間提示し，確認しなが

ら学習を進めてきた。また，教材はブロック型教

材とマイコンボード（Arduino改良版）を使用し，

身の回りの計測・制御システムを模作させた。本

授業の前には，生徒がセンサを利用した計測・制

御システムについて調べる学習を行い，教材を用

いて調べたシステムを模作した。その後，模作し

たシステムについて実際の製品と比較し，あらゆ

る使用状況の中で起こり得る問題点を考え，問題

点から課題を設定し，技術的に解決するためのア

ルゴリズムを考え，プログラムを実装する過程を

踏まえている。授業では，完成した試作品を様々

な観点から評価し，グループでの話し合いをもと

に，改善点を検討することで計測・制御システム

を最適化する「技術の見方・考え方」を意識した

学習活動をねらいとしている。 

２．研究協議より 

・生徒が最初に模作した製品「モデル」から問題点を見出して，プログラムによって解決

し，製品を改善するプロセスが授業でわかりやすかった。 

 →設計仕様書や製品プレゼンテーションにわかりやすくまとめられていたことが，生徒   

  の思考をメタ認知させるだけでなく，可視化されたことによって相手にわかりやすく 

  つたわったからではないだろうか。 

・“技術”の評価（製品評価）の３観点（社会的側面，環境的側面，経済的側面）に沿って

改善されたモデルをもとに再評価を行う活動があったが，環境的側面，経済的側面につ

いては意見が出にくかったように思う。 

・ＩＣＴ（タブレット端末，学習管理ソフト，スライド資料）を活用するだけでなく，模  

 造紙や付箋紙なども活用し，アナログのよさ，デジタルのよさを生かした効果的な学習  

 が実践されていた。 

・学習モデルや思考のプロセスが確立されており，学習方法としても提案できる内容だっ

た。 

図１：生徒が製作した製品モデルを説明する様子 

【パフォーマンス課題】 
あなたはある会社の社員として，計

測・制御システムを利用した製品を開
発することになりました。開発した製
品は開発会議で他者の視点を踏まえ
て改善したのち製品になります。 
模作した製品モデルをもとに，改良

や再検討など改善の余地を発見し，問
題の解決策を考えてください。その
際，機構はできる限り簡単にして，情
報がデジタル化され，処理が自動化，
システム化できるようにプログラム
を制作してください。 


